
午前10時～午後6時
＊ご入館は午後5時30分まで
＊「区展」のみ午前10時～午後5時30分まで
  （最終入館は午後5時00分）

月曜日（祝日・振替休日の場合はその翌日）
展示替期間
年末年始（12月28日～1月4日）

展覧会ごとに異なります。中学生以下無料。

開館時間

休 館 日

観 覧 料
目黒区美術館後援展覧会
■目黒区書作家協会展　　５月１4日(水)～５月18日(日)
■目黒区美術家協会展　　６月18日(水)～６月２2日(日)
■目黒区美芸作家協会展　’２6年３月２4日(火)～３月29日(日)

ピリエの会（目黒区美術館友の会）入会のご案内
目黒区美術館で開催される企画展が無料でご覧いただけ
ます。（有効期限１年間）
目黒区美術館の企画展のご案内等をお送りします。
一般会員 2,000円　　学生会員 1,500円　
直接現金を添えて目黒区美術館へ

特典

会費
申込

目黒区美術館区民ギャラリー利用のご案内
一般の方々の作品発表の場として、区民ギャラリーの有料貸し出
しを行っています。
絵画、彫刻、書、工芸、映像等の美術に関する展覧会の会場として、
個人・グループ・団体で、目黒区内外を問わずご利用いただけます。

■利用期間・時間
原則として休館日をのぞく1週間を単位としてお貸ししています。
1日の利用時間は、午前10時から午後6時までで、搬入・展示・搬
出などの時間もこの中に含まれます。

■利用申込
希望利用期間の7～8ヵ月前の偶数月第２土曜日午前10時に美
術館で利用申込抽選会を行います。

■規模・利用料
貸出単位　　展示床面積　　展示壁長　　   天井高    　 料金（１日）

340㎡   141.0m    3.8m    24,500円

170㎡ 71.5m    3.8m    12,250円

170㎡ 69.5m    3.8m    12,250円

全  面
半面A
半面B

〈電車〉
JR山手線・東急目黒線・
東京メトロ南北線・都営三田線　
目黒駅下車 徒歩約10分

〈バス〉
東急バス
権之助坂（目黒通り）下車
徒歩5分
田道小学校入口（山手通り）下車
徒歩3分

〒153-0063 東京都目黒区目黒2-4-36 目黒区民センター敷地内

公益財団法人目黒区芸術文化振興財団 目黒区美術館

Tel.03-3714-1201   https://www.mmat.jp

Calendar

公式SNS
最新情報、割引サービス等をお届けしています。
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44日間 32日間

14日間

44日間

11日間
区民からの絵画・書・手工芸・写真の公募作品を展示します。
主催は区展実行委員会です。（協力事業） 開館時間：午前10時～午後5時30分
（最終入館は午後5時）※通常の開館時間とは異なります。

日 月 火 水 木 金 土
4月

日 月 火 水 木 金 土
5月

日 月 火 水 木 金 土
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日 月 火 水 木 金 土
8月

日 月 火 水 木 金 土
9月

日 月 火 水 木 金 土
10月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
12月

日 月 火 水 木 金 土
1月

日 月 火 水 木 金 土
2月

日 月 火 水 木 金 土
3月2026年

2025年

※展覧会のタイトルは変更になる場合がございます。

戦前にイタリアに学んだ川村清雄と寺崎武男。留学から帰国した川村は、
屏風や漆器、板に油彩で描くユニークな作品を残します。一方、壁画の
研究に勤しんだ寺崎は、帰国後は目黒区内のカトリック碑文谷教会等に
作品を残しました。今回は愛知県立芸術大学での3年間にわたる修復を
終えた寺崎による
ティエポロの模写
も展示し、修復の
プロセスとともに
ご紹介します。

目黒区立の幼稚園・子ども園、小学校、中学校で学ぶ子どもたちが、授業中
に制作した図画工作・美術・書道などの作品を展示します。子どもたちの
素直な目を通して発見された驚き、美しいものにしたいという意欲など、
心の動きが豊かに表現された力作を紹介。あわせて海外の友好都市の
子どもたちの作品も展示する予定です。

岡田謙三は、1920年代のパリと1950年代以降の
ニューヨーク、二つの都市と美術の時代に生きた
画家です。1929年に自由が丘にアトリエを築い
た、目黒区ゆかりの芸術家でもあります。本展は、
岡田が、1950年の渡米以降、次第に抽象へと転じ、
淡い色面を組み合わせた独自の作風を確立して
いく過程に着目し、その事象を二つの海外留学の
経験からひも解きます。

当館では国内外の木製玩具を中心としたデザ
インに優れ、手で考えることができるトイコレ
クションを所蔵しています。積む、並べる楽し
さに注目した絵本、『まるさんかくぞう』と
『いっこさんこ』（作・絵/及川賢治・竹内繭子）
とともにトイコレクションを展示し、乳幼児期
からの「遊ぶ」行為の重要性を考えます。

当館では開館以来、海外で学んだり、国際
的に活躍をした日本人画家を中心として、
目黒にゆかりある作家・作品に焦点を当て、
特色あるコレクションを形成してきました。
今回は、令和5年度に新たに収蔵された
多和圭三の鉄の彫刻作品など、現代美術
作品を中心にご紹介します。

11月

遥かなるイタリア　川村清雄と寺崎武男
■ ■

■

■

■

■

○△□えほんのせかい＋目黒区美術館トイコレクション
同時開催　クルト・ネフ生誕99年

区展（区民作品展）

目黒区美術館コレクション展

めぐろの子どもたち展

岡田謙三　パリ・目黒・ニューヨーク

岡田謙三《間隔》1958年、
油彩・キャンバス、目黒区美術館

教育普及

■ 目黒区総合庁舎建築ガイドツアー（4月―5月／4回程度）
村野藤吾設計の目黒区総合庁舎（旧千代田生命本社ビル）の
見どころを建築ガイドスタッフがご案内します。

■ ワークショップ夏（7月―8月）
夏に開催予定の「〇△□えほんのせかい＋目黒区美術館トイ
コレクショ」展に関連したワークショップを開催します。

■ ワークショップ春（2月―3月）
大人も子どもも参加いただける、多彩なテーマの楽しいワーク
ショップです。

■ トイコレクションプログラム　アウトリーチ、トイの日
当館が所蔵する内外の優れたデザインの積み木やパズルで
ダイナミックに遊ぶ、親子向けのプログラムです。

■ 大人のための美術カフェ
展覧会の担当学芸員等が、展覧会準備のエピソードなどを気軽
な雰囲気で楽しくお話しします。

■ 美術講座
当館館長のシリーズによるトークや、様々なテーマでの講座
を開催します。

■ 鑑賞教室（ギャラリーツアー）
目黒区内外の学校からの授業による団体鑑賞の受け入れを
おこなっています。

○デザインキャンプ プラス
プラス株式会社 ファニチャーカンパニーとの協働ワークショップ。
デザインに関するワークショップを開催します。

○めぐろオータムアート
目黒区・めぐろパーシモンホール・目黒区美術館の共催による、
音楽と美術の催しです。

2024年の活動風景より　photos：Sumiko Okagawa

＊詳細については、ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。 

多和圭三≪無題≫
1999年、鉄、目黒区美術館

目黒区美術館トイコレクションより
　photo:Sumiko Okagawa

川村清雄≪ベネチア風景≫c. 1920-34年、油彩、水性絵具・板、目黒区美術館


